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日中の気温が 35℃を超える厳しい残暑の中、９月がスタートしました。皆様におかれましては、夏の疲

れが溜まっておられませんか。最近では、体の免疫機能が低下して、歯周病菌の炎症が原因で、歯ぐきが大

きく腫れたり、痛み出たりする急患の数が徐々に増えています。どうか、ご自愛下さい。院長の喜多です。 

皆さんもご存知の様に、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために、一時は非常事態宣言が出されて、

外出を自粛することが当たり前のようになっていました。私は、２月初めに用事で京都に出かけた以外は、

その後ずっと電車に乗ることもなく、会議も全てオンライン、休日は「ステイホーム」が常となりました。 

最近の「ステイホーム」の風潮の中、「家でペットと過ごす時間が増えた」という話題をよく耳にします。 

我家にも 11 歳の小型犬がいて、休日や仕事が終わった後に居間で座っていると、いつの間にかピッタリと

寄り添って来てくれます。見た目の可愛らしさやしぐさで私たちを楽しませてくれるペットですが、人間の

“癒し”や“健康”にも良いと言われています。その効果の重要な鍵となるのが「オキシトシン」という、

人間の赤ちゃんと触れ合った時などに出てくるホルモンで、「幸せホルモン」「癒しホルモン」「愛情ホルモ

ン」とも呼ばれます。犬や猫など毛並みが“もふもふ”としている動物を触って可愛がると、このホルモン

が分泌されやすく、ペットをなでるだけで幸せな気分になります。オキシトシンで幸福感が得られると満腹

感を感じやすくなり、食べ過ぎ防止に繋がるという研究もあるそうです。犬や猫を条件的に飼うのが難しい

人は、うさぎやハムスターといったケージで飼える小型ペットが良いかもしれません。ペットの世話をする

ことで、自然にストレス発散につながることもあります。例えば、ペットと一緒にいるとドジな一面やしぐ

さに思わず笑ったり、自然と話しかけたりすることがあります。「声に出して笑う」「自分の思っていること

を話す」だけでも、癒し効果は得られます。内緒の相談も出来そうですね。そんな日常に幸せを運んでくれ

るペットですが、飼う時には家族の一員として迎える覚悟で責任をしっかり持たないといけませんね。９月

２０日から２６日までは動物愛護週間です。人間と動物の健康で幸せな暮らしについて考えてみませんか。
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